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フォーラム・ポスター発表I :少子化・高齢化社会と多様化する日本の家族

　５月20日（土）Ａ会場　午後1 :00～3 :00

Ｉ Ap－ １
中年期の再発見

奈良女大生活環境　　　石川　実

　平均寿命の長短にかかわらず、「中年」と呼ばれる時期が、人間のライフズテージのな

かにあることはだれでも知っている。しかし、「子ども期」やF青年期」に対するわれわ

れの関心の大きさに比べると、「中年期」「老年期」といった人生の半ば過ぎからのライ

フステージに対する関心度は、かなり低かったといえるだろう。

　19 6 0年代&.後、人口の高齢化・社会の高齢化が自覚されるにつれて、老年期に対す

る関心だけは急速に高まってきたが、中年期に対する関心は依然として高揚しなかった。

中年期は人生のなかで「もっとも安定した時期」「人生の軌道のほぼ定まった時期」と見

なされがちであり、研究者が積極的に関心を払う対象とはなりえなかったからであろう。

　しかし、19 7 5年以降顕著になった「少子化」と人口の「高齢化」という二つの社会

的傾向の同時進行が社会問題視され始めると、これらの傾向によって生じた、ライフステ

ージ上の「エンプティ・ネスト」期の伸長がクローズアップされることになった。

　ここでは、生きがいの問題（役割転換と役割喪失感など）と家族問題（中高年離婚の増

加など）を中心にして、人生と家族のもうひとつの転換期としての「中年期」に焦点を当

てる。

Ｉ Ap－ ２ 超高齢社会と家族機能の変化

お茶女大生活　袖井孝子

　産業化の進展は家族機能を外部の専門機関に譲り渡し、情緒的安定機能と養育扶養機能

とに集中させてきた。さらに産業構造の変化による第三次産業の拡大は、女性の就業機会

を増し、結果としてそれまで女性が家庭において担ってきた機能のいくつかを家庭外に放

出させることになった。

　少子化高齢化がもたらす超高齢社会は扶養する人口に比べて扶養される人口のほうが相

対的に大きい社会であり、社会全体としても個別家庭においても扶養負担をどのようにし

て軽減するかが大きな課題になる。扶養負担の増大は、家族にとって本質的な機能とみな

される情緒安定機能の喪失にも繋がりかねない。超高齢社会において家族はどのような機

能を果たすのか、家族機能を補完するためにはどのような社会的サービスが望ましいのか、

そもそも人は家族にたいして何を期待するようになるのかなどについて考察を加えたい。
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